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現
代
中
国
の
書
家
二
十
人
を
紹
介
す
る
不
定
期
連
載

中
国
美
術
学
院
教
授
の
王
冬
齢
氏
は
、
今
年

で
七
十
三
歳
。
一
九
八
七
年
、
一
九
九
四
年
、

二
〇
〇
七
年
と
三
度
に
わ
た
り
、
中
国
美
術

館
（
北
京
）
で
個
展
を
開
催
し
た
。
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
。
現
在
も
な
お
世
界
各
地
の
美

術
館
や
画
廊
で
、数
多
く
の
個
展
を
開
催
し
、

揮
毫
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
続
け
て
い

る
。
杭
州
・
西
湖
の
畔ほ

と
りに
あ
る
ア
ト
リ
エ
を

訪
ね
、
郭
同
慶
氏
が
取
材
し
た
。  　

 

（
編
集
部
）

中
国
当
代
書
家
二
十
人

第
６
回

お
う
・
と
う
れ
い

一
九
四
五
年
、
江
蘇
省
生
ま
れ
。
中
国
美
術
学
院
教
授
。
一
九 

八
七
年
、
一
九
九
四
年
、
二
〇
〇
七
年
に
中
国
美
術
館
（
北
京
）

で
個
展
を
開
催
。
ま
た
世
界
各
地
の
美
術
館
、
画
廊
等
で
、
個
展
、

席
上
揮
毫
を
行
う
。《
王
冬
齢
書
法
著
編
叢
録
》
全
十
巻
（
中
国
人

民
大
学
出
版
社
）
な
ど
、
著
書
多
数
。
作
品
は
、
中
国
美
術
館
の

ほ
か
、
英
国
大
英
博
物
館
、
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
美
術
館
な
ど
、
二
十
数
カ
国
に
収
蔵

王
冬
齢

取
材
・
文
／
郭
同
慶

監
修
／
蘇
士
澍

中国当代6.indd   98 2018/10/19   15:25



99

《
荘
子
・
逍
遥
遊
》

565×300
2016年

中国当代6.indd   99 2018/10/19   15:25



100

冬
齢
氏
は
、
英
国
大
英
博
物
館
、
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
マ
ル
メ
美
術
館
、
ベ
ル

ギ
ー
王
立
美
術
館
、
カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
美
術
館
な
ど
に

足
を
運
び
、
東
洋
の
芸
術
・
書
道
を
広
く
披
露
し
た
。
中
国
国

内
外
で
行
う
催
し
は
、
毎
回
鑑
賞
者
に
視
覚
的
な
喜
び
と
驚
き

を
絶
え
ず
与
え
、
特
に
王
冬
齢
氏
に
し
か
出
来
な
い
超
大
作
の

展
示
や
、
巨
大
な
作
品
を
席
上
揮
毫
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、

至
る
と
こ
ろ
で
話
題
を
呼
ん
だ
。
そ
の
旺
盛
な
創
作
意
欲
、
そ

し
て
前
代
未
聞
の
表
現
力
で
、
い
ま
、
中
国
で
は
最
も
認
知
度

の
高
い
国
民
的
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
な
り
、
現
代
書
道
の
王
者

と
し
て
世
界
で
も
最
も
広
く
知
ら
れ
る
中
国
人
書
家
と
な
っ
た
。

　

先
頃
、
杭
州
・
西
湖
の
畔ほ

と
りに

あ
る
王
冬
齢
氏
の
ア
ト
リ
エ
を

一
人
で
訪
ね
、
中
国
で
最
も
正
統
的
か
つ
伝
統
的
な
書
法
を
指

導
し
な
が
ら
、
一
方
、
自
身
は
国
内
外
で
最
も
斬
新
な
書
道
ア
ー

ト
を
次
々
と
発
表
し
、
世
界
を
驚
か
せ
て
い
る
氏
を
取
材
し
た
。

創
作
用
の
広
間
に
は
壁
に
も
床
に
も
書
か
れ
た
ま
ま
の
巨
作
が

広
が
り
、
真
正
面
か
ら
目
を
襲
う
。
墨
の
入
っ
た
使
用
し
た
ま

ま
の
バ
ケ
ツ
は
無
言
で
客
を
迎
え
、
窓
の
外
に
は
西
湖
の
柳
の

緑
影
が
よ
く
映
え
る
。
王
冬
齢
氏
は
自
ら
地
元
の
銘
茶
・
龍ロ

ン

井ジ
ン

茶
で
持
て
な
す
。
二
人
き
り
で
二
時
間
ほ
ど
言
葉
を
交
わ
し
、

終
了
後
、
写
真
の
撮
影
に
も
協
力
い
た
だ
き
、
そ
の
対
応
は
ま

さ
に
国
際
派
の
書
法
大
家
と
感
心
し
た
。

　
師
・
林
散
之
と
の
出
会
い

　

王
冬
齢
氏
は
一
九
四
五
年
十
二
月
に
江
蘇
省
南
通
市
如
東
県

馬
塘
で
生
ま
れ
、
今
年
は
七
十
三
歳
。
如
東
と
い
え
ば
、
遣
唐

使
の
一
人
で
、
比
叡
山
の
基
礎
を
築
い
た
天
台
僧
・
慈
覚
大
師

　
国
際
派
の
書
法
大
家

　

北
京
に
あ
る
中
国
最
高
の
芸
術
殿
堂
で
あ
る
中
国
美
術
館
で

一
度
で
も
個
展
を
開
け
ば
、
す
な
わ
ち
中
国
で
は
大
成
し
た
実

力
者
と
見
な
さ
れ
る
。
し
か
し
今
回
の
主
人
公
で
あ
る
王
冬
齢

氏
は
、
何
と
一
九
八
七
年
、
一
九
九
四
年
、
そ
し
て
二
〇
〇
七
年

と
三
度
も
開
催
し
た
。
そ
の
上
に
各
国
の
著
名
美
術
館
や
博
物

館
で
間
も
お
か
ず
に
個
展
や
即
席
揮
毫
の
セ
レ
モ
ニ
ー
、
お
よ

び
グ
ル
ー
プ
展
を
開
き
続
け
た
。
東
洋
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
王

現
代
書
法
の
世
界
王
者 

王
冬
齢

林散之氏（右）と王冬齢氏（左）。林散之は、青山杉雨とも親交があった

円
仁
（
七
九
四
─
八
六
四
）
が
海
上
で
苦
難
を
経
験
し
、
最
終

的
に
上
陸
し
た
土
地
で
あ
る
。
最
近
で
は
円
仁
上
人
が
上
陸
直

後
に
滞
在
し
た
「
国
清
寺
」
の
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、

日
中
間
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

王
冬
齢
氏
は
幼
い
頃
は
絵
に
興
味
が
あ
り
、
近
所
に
あ
る
石

の
「
牌
楼
」（
神
社
の
入
り
口
に
あ
る
鳥
居
の
よ
う
な
も
の
）
を

ス
ケ
ッ
チ
し
た
り
、
商
店
街
の
景
色
を
描
い
た
り
し
た
。
十
二
歳

の
誕
生
祝
い
に
親
か
ら
《
芥か

い

子し

園え
ん

画
伝
》
を
貰
い
、
と
て
も
喜

ん
だ
。
小
学
校
の
高
学
年
の
時
に
は
、
呉
昌
碩
の
松
や
斉
白
石

の
海
老
な
ど
を
模
写
し
、
そ
し
て
徐
悲
鴻
の
馬
も
好
ん
で
い
た
。

中
学
生
や
高
校
生
に
な
る
と
ま
す
ま
す
絵
に
熱
中
し
、
梅
や
竹
、

人
物
な
ど
を
何
で
も
描
い
た
。
王
冬
齢
少
年
は
父
の
影
響
を
受

け
て
書
に
も
関
心
が
あ
っ
た
。
父
が
近
所
の
方
々
に
囲
ま
れ
て

春し
ゅ
ん

聯れ
ん

を
書
く
姿
が
好
き
だ
っ
た
。
父
よ
り
顔
真
卿
・
柳
公
権
の

書
風
の
楷
書
の
基
礎
を
仕
込
ま
れ
た
。
真
平
の
瓦
製
の
大
板
に

水
で
字
の
練
習
を
重
ね
、
懸
腕
法
を
訓
練
し
た
り
も
し
た
。

　

一
九
六
一
年
、
十
六
歳
の
一
芸
を
以
て
志
願
し
た
南
京
師
範

学
院
（
四
年
制
の
師
範
大
学
）
美
術
学
部
に
入
学
す
る
こ
と
が
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中国当代書家二十人　第6回 王冬齢

見
込
ん
だ
尉
天
池
先
生
が
彼
を
連
れ
て
中
国
書
壇
の
大
御
所
で

あ
る
林
散
之
（
一
八
九
八
─
一
九
八
九
）
先
生
を
訪
ね
た
。
そ

の
時
、
林
先
生
は
南
京
林
業
学
院
に
勤
め
る
二
男
が
住
ん
で
い

た
宿
舎
に
身
を
寄
せ
て
い
た
。
狭
い
部
屋
に
大
幅
の
山
水
画
を

飾
り
、
そ
の
下
に
林
散
之
翁
が
座
っ
て
い
る
。
王
冬
齢
青
年
は

持
参
し
た
毛
沢
東
の
語
録
を
各
書
体
で
書
い
た
作
品
を
広
げ
た
。

林
翁
は
一
枚
ご
と
に
批
評
し
、
特
に
行
草
体
で
書
い
た
対
聯
を

絶
賛
し
た
上
で
、
今
後
、
行
草
体
に
力
を
注
げ
ば
、
か
な
り
の

成
果
が
期
待
で
き
る
と
激
励
し
た
。
そ
の
後
、
文
通
を
中
心
に

林
翁
と
の
師
弟
関
係
が
続
い
た
。《
書
譜
》《
集
字
聖
教
序
》
な

ど
の
臨
書
を
送
り
、
添
削
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

ち
な
み
に
林
散
之
氏
は
日
本
で
も
知
名
度
が
高
く
、
青
山
杉

雨
氏
と
親
交
が
あ
っ
た
。
青
山
杉
雨
氏
が
訪
中
団
を
率
い
て

一
九
八
四
年
五
月
に
南
京
の
林
翁
を
訪
ね
た
際
、「
草
聖
遺
法
在

此
翁
」（
草
聖
の
遺
法
は
此
の
翁
に
在
り
）
の
七
言
一
句
を
揮
毫

し
、
林
翁
の
書
芸
を
讃
え
た
こ
と
は
、
中
国
書
壇
に
残
る
逸
話

に
な
っ
た
。
中
国
で
林
散
之
氏
を
「
当
代
草
聖
」
と
称
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
こ
と
に
よ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
林

散
之
氏
は
于
右
任
以
来
の
中
国
書
壇
に
お
け
る
草
書
の
最
高
峰

で
あ
る
と
、
学
界
は
も
ち
ろ
ん
、
市
場
で
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
七
〇
年
、
七
十
二
歳
の
林
翁
は
、
不
注
意
に
よ
り
ひ
ど

い
火や

け
ど傷
を
し
た
。
退
院
後
の
数
カ
月
、
林
翁
は
療
養
の
た
め
揚

州
市
に
あ
る
二
女
の
住
ま
い
に
滞
在
し
た
。
林
翁
の
意
向
を
踏

ま
え
た
同
市
文
化
局
よ
り
下
部
の
泰
興
県
文
化
館
に
連
絡
が
入

り
、
王
冬
齢
青
年
が
臨
時
的
な
「
助
手
」
に
指
名
さ
れ
た
。
王

冬
齢
青
年
は
迷
わ
ず
揚
州
に
向
か
っ
た
。
文
化
局
の
招
待
所
に

泊
ま
り
込
み
、
毎
日
喜
ん
で
林
翁
の
世
話
を
し
た
。
日
常
生
活

の
細
や
か
な
こ
と
か
ら
墨
磨
り
ま
で
、
す
べ
て
王
冬
齢
青
年
の

日
課
だ
。
そ
し
て
師
が
揮
毫
す
る
際
に
は
、
詩
文
原
稿
の
用
意
、

紙
の
準
備
、
揮
毫
時
の
紙
の
移
動
、
押
印
な
ど
の
た
め
に
助
手

と
し
て
働
い
た
。
午
後
は
人
民
病
院
へ
の
通
院
に
同
行
し
た
。

草
聖
と
触
れ
合
っ
た
日
々
は
、
王
冬
齢
に
と
っ
て
こ
れ
以
上
に

で
き
た
。
同
美
術
学
部
の
教
官
は
、
大
半
が
元
（
国
民
党
時
代
）

中
央
大
学
の
美
術
学
部
出
身
の
レ
ベ
ル
高
い
教
官
だ
っ
た
。美
術
・

書
法
教
員
を
育
成
す
る
同
美
術
学
部
は
、
美
術
、
書
法
、
篆
刻
、

そ
し
て
美
術
史
は
必
須
科
目
で
あ
っ
た
。
美
術
志
望
だ
っ
た
王
冬

齢
青
年
は
、
書
法
担
当
の
教
官
の
学
識
に
魅
了
さ
れ
、
知
ら
ず

知
ら
ず
に
書
法
へ
の
関
心
を
高
め
、
優
秀
な
成
績
と
積
極
的
な

向
上
心
で
ク
ラ
ス
の
書
法
代
表
に
推す

い

戴た
い

さ
れ
た
。
書
法
を
担
当

し
た
教
授
は
沈
子
善
（
一
八
九
九
─
一
九
六
九
）、
助
教
授
は
尉

天
池
（
一
九
三
六
─
）
だ
っ
た
。
沈
先
生
は
書
法
史
に
精
通
し
、

疎
開
の
際
に
書
学
雑
誌
を
発
行
し
て
有
名
だ
っ
た
。
ク
ラ
ス
の
生

徒
書
法
代
表
を
務
め
る
王
冬
齢
青
年
は
、
沈
先
生
と
触
れ
合
う

機
会
が
他
の
生
徒
よ
り
多
く
、
先
生
の
執
務
室
で
特
別
講
義
と

し
て
、
漢
の
隷
書
名
碑
《
礼
器
碑
》《
張
遷
碑
》《
石
門
頌
》《
西

狭
頌
》、
そ
し
て
欧
陽
詢
《
九
成
宮
醴
泉
銘
》、
王
羲
之
《
集
字

聖
教
序
》、
な
ら
び
に
呉
譲
之
の
篆
書
な
ど
の
臨
書
指
導
を
受
け

た
。
大
学
二
年
の
一
九
六
二
年
、
沈
先
生
の
指
導
の
も
と
、
呉
譲

之
風
の
篆
書
で「
第
二
回
江
蘇
省
書
法
展
」に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、

思
い
が
け
ず
入
選
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
学
三
年
の
六
四
年
に

は
、
大
学
設
立
十
周
年
を
記
念
す
る
書
画
展
に
《
嶧
山
碑
》
風

の
篆
書
作
品
が
入
選
し
、
当
時
江
蘇
省
画
院
院
長
の
傅
抱
石
氏

の
目
に
と
ま
り
、篆
書
の
力
強
い
「
鉄
線
」
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

同
行
し
た
学
部
部
長
・
呂
斯
百
教
授
（
洋
画
担
当
）
は
「
高
質

な
線
の
描
写
力
は
絵
に
も
大
変
役
立
つ
」
と
加
え
た
。

　

王
冬
齢
青
年
は
大
学
四
年
の
一
九
六
六
年
に
文
化
大
革
命
に

遭
遇
し
、
正
常
な
業
務
が
で
き
な
い
大
学
側
は
全
学
生
の
卒
業

を
一
年
間
延
ば
し
た
。
一
九
六
七
年
、
や
っ
と
卒
業
で
き
る
と

喜
ん
だ
卒
業
生
た
ち
だ
っ
た
が
、表
情
が
暗
い
。師
範
を
専
攻
し
、

先
生
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
文
化
大
革
命
に
よ
っ
て
希
望
通

り
に
は
い
か
な
く
な
っ
た
。
王
冬
齢
青
年
は
ま
ず
省
内
印
刷
所

に
入
り
、
後
に
泰
興
県
文
化
館
の
仕
事
に
抜
擢
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　

書
の
道
で
は
、
一
九
六
七
年
の
秋
に
王
冬
齢
青
年
の
才
能
を

3度目となる中国美術館での個
展風景（2007年）。海外から
も大勢のファンや研究者が駆け
つけた。右は、38メートルの壁
面を埋めた《老子》全篇

中国美術館の個展会場で、
「共逍遥」（共に逍遥す）と
大字揮毫（2007年）
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な
い
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。
師
の
臨
書
や
創
作
の
現
場
に
立

ち
合
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
師
か
ら
は
二
つ
の
課
題
を
提
示

さ
れ
た
。
そ
の
一
、
各
種
の
漢
隷
碑
に
力
を
注
げ
、
そ
の
二
、

李
邕
に
取
り
組
め
、
と
。

　

そ
の
揚
州
の
時
期
に
、
西
泠
書
画
社
主
催
「
魯
迅
詩
詞
書
画

展
」
の
責
任
者
・
費
新
我
氏
よ
り
、
林
先
生
に
出
品
の
依
頼
が

あ
っ
た
。
林
先
生
は
、
王
冬
齢
青
年
に
共
に
出
品
す
る
よ
う
に

と
誘
っ
た
。《
礼
器
碑
》
の
書
風
で
魯
迅
の
詩
文
を
書
い
た
試
作

に
対
し
て
、師
は
筆
を
執
っ
て
《
張
遷
碑
》
と
《
礼
器
碑
》
を
ミ
ッ

ク
ス
し
、
よ
り
重
厚
な
書
風
で
同
詩
文
を
書
い
た
。
そ
の
手
本

を
参
考
に
し
て
創
作
し
た
作
品
を
出
品
し
た
と
こ
ろ
、
非
常
に

好
評
で
、
王
冬
齢
青
年
は
揚
州
市
文
化
局
長
に
認
め
ら
れ
、
同

局
美
術
創
作
チ
ー
ム
に
抜
擢
さ
れ
、
書
画
の
創
作
を
専
門
と
し

た
職
務
に
就
く
こ
と
に
な
っ
た
。
毎
日
の
仕
事
は
書
法
の
研
鑽
、

お
よ
び
創
作
で
あ
る
。
情
熱
に
燃
え
る
王
冬
齢
青
年
は
、
再
び

古
典
碑
帖
に
没
頭
し
た
。
取
り
組
ん
だ
主
な
行
草
書
は
、
米
芾

《
蜀
素
帖
》《
多
景
楼
詩
冊
》、
王
羲
之
《
十
七
帖
》、
孫
過
庭
《
書

譜
》。
林
散
之
翁
は
二
回
ほ
ど
文
化
局
に
来
て
、
弟
子
の
王
冬
齢

青
年
ら
を
激
励
し
た
。

　
国
内
外
で
指
導
力
を
ふ
る
う
名
教
授

　

文
化
大
革
命
は
、一
九
七
六
年
に
終
了
。
大
学
教
育
は
徐
々
に

正
常
化
し
、
中
国
美
術
学
院
は
、
史
上
初
の
書
法
専
攻
の
大
学
院

生
課
程
を
一
九
七
七
年
に
教
育
省
に
申
請
。
一
九
七
九
年
、正
式

に
創
設
さ
れ
た
。
大
学
は
全
国
で
わ
ず
か
に
五
名
の
生
徒
を
募

集
し
、
江
蘇
省
よ
り
応
募
し
た
王
冬
齢
氏
は
見
事
に
合
格
し
た
。

　

中
国
美
術
学
院
は
、
最
高
の
教
授
陣
を
備
え
た
。
書
法
お
よ

び
書
論
は
陸
維
釗
（
一
八
九
九
─
一
九
八
〇
）
教
授
、
書
法
お

よ
び
金
石
学
は
沙
孟
海
（
一
九
〇
〇
─
一
九
九
二
）
教
授
、
篆

刻
お
よ
び
理
論
は
諸
楽
三
（
一
九
〇
二
─
一
九
八
四
）、
篆
刻

は
劉
江
（
一
九
二
六
─
）
教
授
、
古
代
漢
語
（
古
文
書
）
は
章

祖
安
（
一
九
三
七
─
）。
王
冬
齢
氏
は
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
朱
関

田
、
邱
振
中
、
祝
遂
之
、
陳
振
鐮
ら
と
と
も
に
、
最
高
の
教
授

陣
の
指
導
の
も
と
で
特
別
な
課
題
を
咀
嚼
し
、
二
年
間
、
理
論

と
実
践
の
両
面
で
相
当
に
ハ
ー
ド
な
内
容
に
よ
り
鍛
え
ら
れ
た
。

一
九
八
一
年
、
五
名
の
生
徒
が
全
員
、
卒
業
論
文
と
創
作
作
品

を
教
授
会
に
提
出
し
、
論
文
答
弁
も
満
場
一
致
で
通
過
し
た
。

王
冬
齢
氏
は
陳
振
鐮
氏
と
と
も
に
、
沙
孟
海
学
長
の
指
名
を
受

け
て
教
官
と
し
て
大
学
に
残
っ
た
。
王
冬
齢
氏
は
、
沙
孟
海
学

長
を
は
じ
め
と
す
る
先
輩
教
授
た
ち
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
、
新
米
講
師
と
し
て
明
る
く
教
鞭
を
ふ
る
い
、
院
内
の
庶

務
を
積
極
的
に
こ
な
し
、
す
ぐ
に
即
戦
力
と
な
り
、
人
気
講
師

と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
大
学
の
教
育
現
場
で
中
堅
と
な
っ
た
王
冬
齢
氏
は
、

一
九
八
七
年
、
四
十
二
歳
の
若
さ
で
、
八
十
七
歳
の
沙
孟
海
学
長
、

な
ら
び
に
六
十
一
歳
の
学
部
部
長
・
劉
江
教
授
と
と
も
に
、
史
上

最
大
規
模
、
最
高
の
レ
ベ
ル
の
日
中
両
国
の
書
家
同
士
の
交
流
の

集
い
に
招
待
さ
れ
た
。
四
月
十
二
日
、紹
興
郊
外
に
あ
る
蘭
亭
で
、

人
民
日
報
社
と
読
売
新
聞
社
が
共
同
主
催
し
た
日
中
初
の
「
曲

水
の
宴
」
に
王
冬
齢
氏
の
姿
も
あ
っ
た
。
王
冬
齢
氏
は
、
啓
功
、

沙
孟
海
、
謝
稚
柳
、
顧
廷
龍
、
沈
鵬
、
劉
江
ら
中
国
書
壇
の
重

沙孟海氏（左）と王冬齢氏（右）。王冬齢氏は中国美術学院で沙
孟海に学び、沙孟海の指名により教官として大学に残った

鎮
と
と
も
に
、
青
山
杉
雨
、
村
上
三
島
、
小
林
斗
盦
、
梅
舒
適

ら
日
本
書
壇
の
重
鎮
を
熱
烈
に
歓
迎
し
た
。
来
場
し
た
一
番
若
い

日
本
人
書
家
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
王
冬
齢
氏
は
、
五
十
五
歳
の
今

井
凌
雪
氏
を
紹
介
さ
れ
た
。
王
冬
齢
氏
と
日
本
人
書
家
と
の
親

交
は
こ
の
「
曲
水
の
宴
」
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
八
九
年
、
王
冬
齢
氏
は
、
姉
妹
校
の
米
国
セ
ン
ト
ポ
ー

ル
の
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
に
交
換
教
授
と
し
て
赴
い
た
。
一
九
九
二

年
ま
で
、
同
大
学
で
芸
術
学
部
、
お
よ
び
東
洋
学
部
の
大
学
生

に
書
法
を
教
え
た
。
王
冬
齢
氏
は
米
国
で
も
人
気
が
高
か
っ
た
。

個
展
や
講
演
会
、
そ
し
て
揮
毫
会
の
誘
い
が
絶
え
な
か
っ
た
。

約
四
年
間
の
米
国
滞
在
の
間
に
、
王
冬
齢
氏
は
大
学
内
外
の
芸

術
家
や
東
洋
美
術
愛
好
者
と
交
流
を
図
り
、
通
算
二
〇
校
の
大

学
で
講
演
を
行
い
、
個
展
を
開
催
し
た
。

　

交
換
教
授
と
し
て
の
四
年
間
の
渡
米
経
験
は
、
王
冬
齢
氏
の

芸
術
家
と
し
て
の
生
涯
に
と
っ
て
得
た
も
の
が
非
常
に
大
き
か
っ

た
そ
う
だ
。
異
文
化
の
深
層
と
触
れ
合
っ
た
王
冬
齢
氏
の
内
心
の

葛
藤
に
は
、
凄
ま
じ
い
も
の
が
あ
っ
た
。
意
味
を
表
す
東
洋
の
芸

術
で
あ
る
書
法
は
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
言
葉
の
壁
を
超
え
て
、

西
洋
人
に
も
伝
わ
る
ア
ー
ト
に
な
れ
る
の
か
？ 

従
来
通
り
の
伝

統
的
な
方
法
、
す
な
わ
ち
書
体
や
書
風
を
も
っ
て
懸
命
に
教
え

た
が
、
限
界
を
痛
感
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
に
答
え
は
直
ぐ
に

出
な
か
っ
た
が
、
帰
国
時
に
課
題
と
し
て
持
ち
帰
っ
た
。

　

一
九
九
三
年
、
北
京
の
文
化
省
の
要
請
で
帰
国
し
、
本
来
は

直
接
に
大
学
に
戻
る
予
定
だ
っ
た
が
、
中
国
書
法
家
協
会
の
研

究
部
の
職
務
を
拝
命
し
た
。
そ
の
間
、
中
国
美
術
学
院
の
肖
峰

（
一
九
三
二
─
）
学
長
よ
り
、
学
院
に
戻
る
よ
う
に
と
の
誘
い
が

何
度
も
あ
り
、
翌
年
の
一
九
九
四
年
に
は
再
び
学
院
へ
。
王
冬

齢
氏
は
現
在
ま
で
書
法
学
部
の
中
心
的
な
教
官
と
し
て
教
壇
に

立
ち
、
数
百
名
の
大
学
生
、
大
学
院
生
、
そ
し
て
博
士
課
程
の

若
者
を
指
導
し
、
い
ま
で
は
王
冬
齢
教
授
の
教
え
子
た
ち
が
全

国
各
地
で
活
躍
し
て
い
る
。

　

一
九
九
七
年
、
王
冬
齢
教
授
は
、
提
携
校
の
岐
阜
女
子
大
学
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中国美術館での最初の個展（1987年）にて、大字作品《泰山成砥砺　黄河為裳帯》（320×720）の前で

265×208　1987年

《
儒
道
佛
》

＊
１　

主
な
著
書
や
論
文
集
を
発
表
の
年
代
順
に
並
べ
て
み
た
。《
美
術
自

学
叢
書　

書
法
芸
術
》（
中
国
美
術
学
院
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）、《
画
人
学

書
概
述
》（
高
等
教
育
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）、《
中
国
美
術
通
史　

書
法
篆

刻
史
篇
》（
山
東
教
育
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）、《
書
法
範
本
経
典
》（
浙
江
人

民
美
術
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）、《
中
国
書
法
名
作
大
典
》（
広
西
美
術
出

版
社
、
一
九
九
六
年
）、《
中
国
芸
術
教
育
大
系　

書
法
篆
刻
篇
》（
中
国
美
術

学
院
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）、《
中
国
大
百
科
全
書　

美
術
篇
》（
中
国
大
百

科
全
書
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）、《
清
朝
隷
書
要
論
》（
上
海
書
画
出
版
社
、

二
〇
〇
三
年
）、《
師
範
大
学
美
術
教
育
専
業
必
修
課
目
教
材　

書
法
》（
山
東

美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）、《
中
国
現
代
書
法
論
文
選
》（
主
編
、
中
国
美

術
学
院
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）、《
名
師
指
導　

張
遷
碑
篇
》（
北
京
図
書
館

出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）、《
書
非
書 

二
〇
一
〇　

杭
州
国
際
現
代
書
法
論
壇

文
集
》（
主
編
・
中
国
美
術
学
院
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）、《
王
冬
齢
名
作
名

家
談
》（
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）、《
王
冬
齢
現
代
書
法
談
》

（
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）、《
王
冬
齢
創
作
手
記
》（
中
国
人
民

大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）、《
中
国
現
代
書
法
論
文
選 

二
》（
主
編
、
中
国

美
術
学
院
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）、《
書
非
書 

二
〇
一
五　

文
献
集
》（
主
編
、

中
国
美
術
学
院
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）、《
書
非
書 

二
〇
一
五　

論
文
集
》

（
主
編
、
中
国
美
術
学
院
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）、《
王
冬
齢
書
法
著
編
叢
録
》

全
十
巻
（
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
で
あ
る
。

の
交
換
教
授
と
し
て
来
日
。
日
本

人
の
女
子
学
生
た
ち
に
一
年
間
、

中
国
書
法
を
教
え
込
ん
だ
。

　

王
冬
齢
氏
は
、
中
国
美
術
学
院

の
名
教
授
と
し
て
教
育
の
最
前
線

で
得
た
も
の
を
大
事
に
し
、
教
え

た
内
容
を
ま
と
め
、そ
し
て
日
々
、

実
践
と
理
論
の
両
面
の
研
鑽
を
続

け
た
成
果
と
し
て
、中
国
美
術
史
、

特
に
書
道
史
・
篆
刻
史
に
関
す
る

著
書
や
評
論
集
（
美
術
・
書
法
）

が
膨
大
に
あ
る
（
＊
１
）。
歴
史
や

理
論
の
専
門
家
で
も
な
か
な
か
到

達
し
な
い
境
地
で
あ
り
、
筆
者
も

感
銘
に
堪
え
な
い
。
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現
代
書
道
の
王
者

　

名
教
授
と
し
て
の
指
導
力
と
と
も
に
、
書
家
と
し
て
の
創
作

意
欲
、
作
品
展
示
や
発
表
、
席
上
揮
毫
に
関
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

そ
の
ど
れ
に
お
い
て
も
、
王
冬
齢
氏
に
匹
敵
す
る
書
家
は
、
目

下
の
中
国
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
国
内
外
で
開
催
し
た
個
展
や

席
上
揮
毫
の
セ
レ
モ
ニ
ー
の
数
も
規
模
も
、
王
冬
齢
氏
が
世
界

で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
あ
る
。

　

王
冬
齢
氏
が
最
初
に
中
国
美
術
館
で
個
展
を
開
い
た
の
は
、

四
十
二
歳
の
一
九
八
七
年
。
最
高
峰
の
日
中
蘭
亭
の
宴
に
参
加

し
た
直
後
に
、
七
十
数
点
の
大
作
を
北
京
で
展
示
し
た
。
中
国

美
術
館
に
お
け
る
超
大
型
の
作
品
の
搬
入
や
展
示
に
は
、
大
変 大字の草書で《般若心経》を揮毫した
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中
国
美
術
学
院
に
お
け
る
揮
毫
風
景
（
二
〇
一
一
年
）

大
勢
の
観
客
が
見
守
る
中
、
大
作
を
書
き
上
げ
て
い
く

な
苦
労
が
あ
っ
た
。
開
幕
の
当
日
に
は
、
書
壇
の
大
御
所
、
中

書
協
主
席
・
啓
功
、
副
主
席
・
沈
鵬
、
そ
し
て
勤
務
先
で
あ
る

中
国
美
術
学
院
の
学
長
・
沙
孟
海
や
、
陸
巖
少
画
伯
の
姿
も
あ
っ

た
。
展
示
会
場
の
入
口
に
は
、
師
で
あ
る
沙
孟
海
・
林
散
之
両

翁
の
題
字
が
あ
っ
た
。
隣
に
は
啓
功
主
席
や
陸
儼
少
画
伯
の
題

字
も
あ
っ
た
。

　

恩
師
・
沙
孟
海
が
愛
用
す
る
椽て

ん

筆ひ
つ

を
借
用
し
て
初
め
て
書
上

げ
た
四
屏
（
三
・
二
×
七
・
二
メ
ー
ト
ル
）
の
大
字
作
品
《
泰
山

成
砥
礪
、
黄
河
為
裳
帯
》
は
、
伝
統
的
な
造
詣
の
深
い
書
風
で

の
話
題
に
な
っ
た
。
最
後
の
「
帯
」
は
作
品
の
縦
幅
を
精
一
杯

に
使
い
、
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
ほ
ど
に
大
き
か
っ
た
。
年
配

の
人
々
は
、
六
〇
年
代
の
初
期
に
北
京
で
開
か
れ
た
「
豊
道
春

海
展
」
を
思
い
出
し
た
。
春
海
翁
の
代
表
的
な
作
品
に
匹
敵
す

る
ほ
ど
の
迫
力
が
あ
っ
た
。
も
う
一
点
の
話
題
は
、《
儒
道
佛
》

と
い
う
三
屏
作
だ
。
中
央
の
屏
の
、
わ
ず
か
〇
・
三
六
平
方
メ
ー

ト
ル
の
ス
ペ
ー
ス
に
、「
蠅
頭
小
楷
」（
蠅
の
頭
ほ
ど
の
細
字
）

で
《
老
子
》（
五
千
言
）
を
書
き
込
み
、来
場
者
を
感
服
さ
せ
た
。

そ
の
細
や
か
さ
は
、
文
徴
明
の
再
来
と
絶
賛
さ
れ
た
。

　

二
〇
〇
三
年
、
中
国
美
術
学
院
が
創
立
七
十
五
周
年
を
記
念

す
る
学
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
「
ア
ジ
ア
当
代
芸
術
展
」
を

開
催
。
学
長
・
許
江
氏
の
指
名
に
よ
り
、
構
内
半
円
形
ホ
ー
ル

の
壁
に
直
に
制
作
す
る
大
作
の
依
頼
が
あ
っ
た
た
め
に
、
十
一

月
四
日
の
午
前
、
王
冬
齢
氏
は
移
動
式
の
梯
子
に
登
り
、
高
さ

一
二
・
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
七
・
五
メ
ー
ト
ル
の
壁
に
草
書
で
《
荘

子
・
逍
遥
遊
》
を
揮
毫
し
、半
日
で
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
「
壁
書
」

は
創
立
七
十
五
周
年
の
最
大
の
お
祝
い
と
な
り
、
鑑
賞
者
の
目

を
奪
っ
た
。
そ
の
後
、
大
学
の
収
蔵
品
と
な
り
、
今
も
そ
の
ま

ま
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、《
荘
子
・
逍
遥
遊
》
は
、
同

年
、リ
ク
エ
ス
ト
に
よ
り
二
度
目
の
大
作
《
荘
子
・
逍
遥
遊
》（
七
・

五
×
一
〇
メ
ー
ト
ル
）
を
、
そ
し
て
二
〇
一
一
年
に
は
三
度
目

の
大
作
《
荘
子
・
逍
遥
遊
》（
七
・
三
×
一
七
・
八
メ
ー
ト
ル
）
を

一
般
公
開
で
制
作
し
た
。
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二
〇
〇
六
年
の
冬
、
画
家
で
あ
る
中
国
美
術
学
院
院
長
・
許

江
氏
が
北
京
中
国
美
術
館
で
個
展
を
開
い
た
。
王
冬
齢
は
来
場

し
た
際
に
、
老
友
の
范
迪
安
館
長
と
久
々
に
再
会
し
、
握
手
し

な
が
ら
「
中
国
美
術
館
で
三
度
目
の
個
展
を
」
と
誘
わ
れ
、
翌

年
の
二
〇
〇
七
年
に
行
う
こ
と
を
合
意
し
た
。

　

杭
州
に
戻
っ
た
王
冬
齢
氏
は
、
早
速
、
構
想
に
取
り
組
ん
だ
。

中
国
美
術
館
の
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
の
長
い
壁
を
《
老
子
》
全
篇
で

埋
め
る
案
に
皆
が
賛
同
し
て
く
れ
た
。
も
と
も
と
好
き
だ
っ
た

《
老
子
》（
五
千
言
）
を
改
め
て
数
週
間
を
か
け
て
熟
読
し
、
そ

う
す
る
う
ち
に
前
半
の
数
章
を
暗
記
し
た
。
揮
毫
す
る
時
に
原

稿
を
読
ま
な
く
て
も
書
き
下
ろ
せ
る
ま
で
心
の
準
備
を
整
え
、

い
わ
ば
「
胸
中
に
成
竹
あ
り
」
の
状
態
で
備
え
た
。
そ
し
て
材

料
の
準
備
だ
。
表
具
師
と
相
談
し
な
が
ら
、
周
強
、
王
佳
寧
、

楊
春
ら
の
弟
子
た
ち
が
二
十
六
枚
の
紅
星
牌
（
四
・
九
四
×
一
・

四
五
メ
ー
ト
ル
）
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
て
、
長
さ
三
八
メ
ー
ト
ル

に
も
な
る
紙
を
用
意
し
、
墨
は
墨
磨
り
機
を
活
か
し
な
が
ら
手

作
業
も
交
え
て
用
意
し
た
。
揮
毫
は
三
日
間
を
か
け
た
。
暗
記

し
た
文
言
が
リ
ズ
ム
よ
く
湧
き
出
て
、
豊
か
な
表
情
の
大
き
な

草
書
の
文
字
が
二
十
三
枚
に
収
め
ら
れ
、
残
り
の
三
枚
は
細
字

を
書
き
入
れ
た
。
文
字
の
大
小
の
対
比
も
あ
り
、
五
千
字
を
予

定
通
り
に
ぴ
た
り
と
収
め
て
仕
上
が
っ
た
。

　

三
八
メ
ー
ト
ル
の
《
老
子
》（
五
千
言
）
と
と
も
に
、五
〇
メ
ー

ト
ル
の
《
易
経
》（
二
万
言
）
の
巻
物
が
二
〇
〇
七
年
の
三
度
目

の
中
国
美
術
館
で
の
個
展
の
目
玉
と
な
り
、
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
の

長
い
壁
を
埋
め
た
。作
品
は
四
つ
ジ
ャ
ン
ル
に
分
け
ら
れ
る
。「
抽

象
水
墨
書
」、「
銀
塩
書
法
」（
写
真
プ
リ
ン
ト
用
紙
を
使
用
し
た

も
の
）、「
人
体
書
」、「
伝
統
書
法
」。
そ
の
手
法
、
内
容
、
そ
し

て
そ
の
巨
大
な
ス
ケ
ー
ル
と
超
時
代
的
な
表
現
力
で
、
中
国
書

壇
に
王
冬
齢
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
た
。
浙
江
美
術
館
の
斯
舜
威

館
長
は
「
王
者
の
気
概
が
溢
れ
た
個
展
だ
」
と
評
価
し
、
中
国

美
術
館
の
范
迪
安
館
長
は
「
王
冬
齢
が
獲
得
し
た
精
神
的
な
逍

遥
の
世
界
は
、
わ
れ
わ
れ
の
憧
れ
で
あ
る
」
と
感
嘆
し
た
。

《
荘
子
・
逍
遥
遊
》

750×1250　2003年
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《
老
子
》

280×170　2015年

51×61　銀塩書法　2013年51×61　銀塩書法　2014年

《
無
為
》

《
太
一
》
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の
実
績
（
＊
２
）
を
誰
が
超
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

　

王
冬
齢
氏
は
幸
運
な
男
で
あ
り
、
風
雲
児
で
あ
る
。
中
国
で

最
初
に
最
高
の
書
法
専
門
訓
練
（
大
学
院
）
を
受
け
、
ま
た
最

高
の
師
・
林
散
之
、
沙
孟
海
な
ど
に
出
会
い
、
大
学
や
学
生
た

ち
に
支
え
ら
れ
、
今
日
の
名
教
授
と
現
代
書
道
王
者
の
座
に
つ

い
た
。
取
材
の
締
め
括
り
に
王
冬
齢
は
「
師
門
を
辱

は
ず
か
しめ

ず
、
時

代
に
愧は

じ
な
い
」
と
自
用
警
句
を
披
露
し
て
く
れ
た
。

＊
２　

主
な
個
展
は
以
下
の
通
り
に
な
る
。
一
九
八
七
年
、
中
国
美
術
学

院
（
杭
州
）、
中
国
美
術
館
（
北
京
）。
一
九
八
九
年
、
米
国
イ
リ
ノ
イ
州
立

大
学
、
米
国
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
・
マ
カ
レ
ス
タ
ー
画
廊
、
米
国
カ
ン
ザ
ス
州
立

大
学
、
米
国
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
の
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

サ
ン
ク
リ
ル
ー
ズ
芸
大
。
一
九
九
〇
年
、
米
国
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
の
ミ
ネ
ソ
タ

大
学
、
米
国
サ
ン
ノ
ゼ
・
Ｄ
Ｐ
画
廊
、
カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
大
学
。

一
九
九
一
年
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
、
米
国
ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
州

立
美
術
館
。
一
九
九
四
年
、
中
国
美
術
館
（
北
京
）。
一
九
九
七
年
、
名
古
屋

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
一
九
九
八
年
、
米
国
サ
ン
ノ
ゼ
・
Ｄ
Ｐ
画
廊
、
ド
イ
ツ
・

キ
ー
ル
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
。
一
九
九
九
年
、
深
圳
市
美
術
館
。
二
〇
〇
一

年
、
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
Ｅ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
杭
州
金
彩
画
廊
、
紹
興
市

蘭
亭
国
際
書
法
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
二
〇
〇
二
年
、
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

　

王
冬
齢
氏
は
、
現
代
書
法
の
王
者
と
し
て
走
り
続
け
て
い
る
。

王
冬
齢
氏
の
挑
戦
し
続
け
る
姿
の
背
後
に
は
、
東
洋
の
書
法
の

魅
力
を
世
界
中
の
人
々
に
伝
え
た
い
、
世
界
の
現
代
ア
ー
ト
の

分
野
の
中
で
書
法
を
認
知
さ
せ
た
い
、
と
い
う
希
望
が
あ
る
。

二
〇
一
三
年
、
王
冬
齢
氏
は
「
乱
書
」
と
い
う
新
概
念
を
発
表

し
、
従
来
の
書
法
が
厳
し
く
堅
く
守
っ
て
き
た
約
束
事
を
覆
し

た
。「
乱
書
」
と
は
漢
字
の
可
読
性
を
優
先
せ
ず
、
従
来
の
行
間

や
字
間
を
無
視
す
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
固
定
観
念
を
完
全

に
打
破
す
る
も
の
で
、
自
由
奔
放
な
線
と
し
て
の
芸
術
性
を
極

度
に
ま
で
追
求
す
る
。

　

二
〇
一
八
年
二
月
、
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
Ａ
Ｄ
Ａ
Ａ
画
廊

で
行
っ
た
個
展
の
揮
毫
会
で
、
王
冬
齢
氏
は
最
新
書
風
「
乱
書
」

を
披
露
し
た
。「
乱
書
」
の
作
品
は
、
西
洋
の
人
々
に
も
何
か
が

伝
わ
る
よ
う
だ
。

　

王
冬
齢
氏
の
挑
戦
は
、
ど
こ
ま
で
行
く
の
か
。
今
後
、
さ
ら

な
る
ど
の
よ
う
な
書
風
が
生
ま
れ
る
の
か
、
と
て
も
楽
し
み
で

あ
る
。
王
者
は
孤
独
、
王
者
は
嫉
妬
さ
れ
る
。
し
か
し
、
王
者

ニューヨークのADAA画廊にて、「乱書」の
スタイルによる作品を公開創作（2018年）

《
滾
滾
長
江
東
逝
水
》（
楊
慎
・
臨
江
仙
）

220×120　2017年
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に
草
書《
般
若
心
経
》。
二
〇
一
三
年
、
香
港
都
市
大
学
で《
周
易
》「
天
行
健
、

君
子
尉
以
自
強
不
息
」
を
、
香
港
芸
術
館
で
唐
代
張
若
虚
七
言
古
詩
《
春
江

花
月
夜
》（
長
篇
）
を
制
作
。
二
〇
一
四
年
、
米
国
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

で
老
子
の
句
「
道
法
自
然
」
を
揮
毫
。
同
年
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
北
欧
美
術
館

で
巨
幅
に
《
周
易
・
系
辞
》
の
句
「
窮
神
知
化
」
を
揮
毫
。
二
〇
一
五
年
、
ド

イ
ツ
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
で
草
書
の
《
荘
子
・
逍
遥
遊
》
を
壁
面
に
揮
毫
、

ま
た
同
年
、
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
《
般

若
心
経
》
を
「
乱
書
」
で
揮
毫
。
二
〇
一
六
年
は
最
も
豊
作
の
年
で
、
春
に

北
京
故
宮
の
太
廟
で
巨
大
な
「
乱
書
」
作
《
般
若
心
経
》
を
公
開
製
作
し
、
暮

れ
に
再
び
北
京
故
宮
の
太
廟
で「
乱
書
」作《
敦
煌
曲
子
詞
》を
書
き
上
げ
た
。

そ
し
て
、
英
国
大
英
博
物
館
に
赴
き
、「
乱
書
」
作
《
般
若
心
経
》
を
揮
毫
し
、

ま
た
、
同
じ
よ
う
に
「
乱
書
」
作
《
般
若
心
経
》
を
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー

美
術
館
や
オ
タ
ワ
国
会
図
書
館
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
国

立
美
術
館
な
ど
で
揮
毫
し
た
。
二
〇
一
七
年
、
深
圳
市
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｔ
深
圳
館
の

「
竹
径
」書
法
展
で
、
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
二
〇
一
本
の
毛
竹
に「
乱
書
」

を
実
演
し
た
。
二
〇
一
八
年
二
月
二
十
八
日
、
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
Ａ
Ｄ
Ａ

Ａ
画
廊
に
て
「
乱
書
」
を
中
心
に
発
表
、
四
枚
の
硝
子
板
に
白
墨
で
「
乱
書
」

作
を
公
開
創
作
。

　

主
な
受
賞
歴
は
、
中
国
文
聯
・
中
国
書
協
に
よ
る
「
第
二
回
中
国
蘭
亭

奨
・
教
育
一
等
賞
」、「
第
四
回
中
国
蘭
亭
奨
・
芸
術
奨
」、「
第
六
回
Ａ
Ｃ
Ｃ

芸
術
中
国
・
年
度
最
も
影
響
力
あ
る
芸
術
家
・
書
法
部
門
奨
」、「
輝
い
た
人

物
十
人
」（
二
〇
〇
五
年
度
、
二
〇
一
一
年
度
）、「
風
雲
人
物
・
書
法
大
賞
」

（
二
〇
一
五
年
）、『
国
家
美
術
』
誌
に
お
け
る
「
焦
点
人
物
金
賞
」（
二
〇
一
五

年
度
、
二
〇
一
六
年
度
、
二
〇
一
七
年
度
の
連
続
三
カ
年
）
な
ど
を
受
賞
。

　

作
品
は
、
英
国
大
英
博
物
館
、
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

美
術
館
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
マ
ル
メ
美
術
館
、
ベ
ル
ギ
ー
王
立
美
術
館
、
カ

ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
美
術
館
な
ど
、
二
十
数
カ
国
、
お
よ
び
中
国
美
術
館

に
収
蔵
。

郭
同
慶 

か
く
・
ど
う
け
い

書
家
、
日
本
名
山
田
慶
太

郎
。
一
九
五
七
年
、
上
海
生

ま
れ
。
一
九
八
七
年
に
来

日
。
王
蘧
常
、
銭
君
匋
、
蕭

海
春
に
師
事
。
二
〇
一
四
年

度
に
上
海
（
朶
雲
軒
）、
東

京
、
京
都
、
前
橋
で
個
展
を

開
催
。
上
海
書
画
出
版
社

で
作
品
集
《
墨
海
一
粟
》
を

出
版
。
翰
墨
書
道
会
長
、
東
京
藝
術
院
長
、
東
京
海
派
書
画
院
常
務
副
院
長
、

全
日
本
華
人
書
法
家
協
会
副
主
席
兼
秘
書
長
、
日
本
王
蘧
常
先
生
顕
彰
会
会

長
、
豊
道
春
海
顕
彰
会
顧
問
、
日
中
友
好
協
会
参
与
、
群
馬
県
日
中
友
好
協

会
理
事
、
上
海
中
国
書
法
院
名
誉
院
士
、
上
海
呉
昌
碩
藝
術
研
究
協
会
理
事
、

上
海
復
旦
大
学
王
蘧
常
研
究
会
常
務
理
事
な
ど
を
兼
ね
る

グ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
画
廊
（G

oedhuis G
allery

）。
二
〇
〇
三
年
、
南
京
芸

蘭
斎
美
術
館
、
香
港
中
文
大
学
。
二
〇
〇
七
年
、
中
国
美
術
館
（
北
京
）。

二
〇
一
一
年
、
杭
州
浙
江
省
美
術
館
。
二
〇
一
二
年
、
杭
州
三
尚
当
代
芸
術

館
。
二
〇
一
三
年
、
江
蘇
省
南
通
博
物
苑
、
北
京
墨
斎
画
廊
、
香
港
漢
雅
軒

画
廊
。
二
〇
一
四
年
、
天
津
今
晩
人
文
芸
術
院
、
杭
州
精
彩
画
廊
、
香
港
文

化
セ
ン
タ
ー
。
二
〇
一
五
年
、
温
州
当
代
芸
術
館
、
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
杭
州
三
尚
当
代
芸
術
館
。
二
〇
一
六
年
、

北
京
故
宮
太
廟
芸
術
館
、
北
京
墨
斎
画
廊
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
ー
ク

ラ
ン
ド
美
術
館
。
二
〇
一
七
年
、
香
港
漢
雅
軒
画
廊
、
深
圳
市
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｔ
深

圳
館
。
二
〇
一
八
年
、
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
誰
先
覚
画
廊
な
ど
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
公
開
揮
毫
会
は
以
下
の
通
り
に
な
る
。
一
九
九
八
年
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
・
マ
ル
メ
美
術
館
で
巨
大
な
草
書
の
「
龍
」。
二
〇
〇
一
年
、
ド

イ
ツ
中
部
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ン
市
で
二
晩
連
続
の
大
字
揮
毫
。
二
〇
〇
二

年
、
英
国
大
英
博
物
館
で
「
独
與
天
地
精
神
相
往
来
」
を
巨
幅
に
収
め
、

二
〇
〇
三
年
、
中
国
美
術
学
院
で
二
度
ほ
ど
《
荘
子
・
逍
遥
遊
》
揮
毫
。

二
〇
〇
六
年
、
中
国
美
術
学
院
で
《
老
子
》
全
篇
、
紹
興
市
蘭
亭
国
際
書

法
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
巨
大
な
壁
に
《
臨
河
序
（
蘭
亭
序
）》
全
文
を
揮
毫
。

二
〇
一
一
年
、
ス
ペ
イ
ン
・
グ
ラ
ナ
ダ
美
術
館
で
ガ
ル
シ
ア
・
ロ
ル
カ
の
長

編
自
由
詩
文
の
漢
文
訳
で
《
夢
遊
人
の
謡
》
を
揮
毫
、
同
年
、
中
国
美
術
学

院
体
育
館
で
巨
大
な
草
書
《
般
若
心
経
》、
そ
し
て
《
荘
子
・
逍
遥
遊
》
を
公

開
制
作
（
三
度
目
）。
二
〇
一
二
年
、
中
国
美
術
学
院
南
山
キ
ャ
ン
パ
ス
体

育
館
で
《
老
子
》
全
篇
、
深
圳
市
Ｏ
Ｃ
Ｔ
当
代
芸
術
セ
ン
タ
ー
で
巨
大
な
壁

草
書 

七
言
聯
《
窗
含
筆
吐
》

大英博物館にて、「乱書」による《般若心経》を揮毫（2016年）

杭州・西湖の畔にある王冬齢氏のアトリエ風景
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